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現地での様子 

イスタンブールはたくさんの観光地、美しいボスポラス海峡に囲まれた歴史ある

土地です。海峡のあるおかげで、交通機関の一つとしてフェリーが大きな役割を担っていま

す。共通交通機関カードの「イスタンブールカード」を使って一回およそ 3 リラ（60 円ほ

ど*2019 年 7 月現在）で乗ることができます。晴れた日に乗るフェリーから見るボスポラス

はとても美しく、勉強の息抜きには最適でした。 

 

かつて巨大な帝国を築いただけあって、歴史的建造物が非常に多いです。宗教もキリスト→

イスラムと変遷してきた歴史があるので、2 つの宗教が入り混じった様子もトルコをめぐる

と見受けられると思います。 

 



 

Rumeli Hisar と呼ばれる地区に大学のキャンパスが 3 つ点在しています。中でも

南キャンパスは群を抜いて美しく、晴れた日にはたくさんの学生が芝生の上で座って話し

ています。私が宿泊していたのは北キャンパスにある寮でしたが、見かけは日本にある大学

のようなデザインで無機質なものでした。3 つ目のキャンパスの Hisar キャンパスも同様で

す。寮はワンルームの 2 人共用の部屋でした。前期はトルコ人のルームメイトと過ごして

いたのですが、英語で話すのがあまり好きではなかったようでコミュニケーションをとる

のに苦労しました。生活リズムもお互い合わず、彼が部屋に戻ってくる音で私が起きるとい

うストレスフルな生活を送っていたので部屋の配置換えをお願いしました。後期はボアジ

チに留学に来ていたアメリカ人との共同生活でした。 

 大学の中には基本的に何でもそろっています。食堂、購買、書店、図書館などがよ

く利用していた施設です。大学周辺にもスーパー、レストラン、飲み屋などそろっているの

で、私は 1 週間大学のエリアからでないこともありました。図書館は特によく利用してい

た施設です。24 時間空いているので、いつでも好きな時間に利用することができます。格

安の印刷所も併設されています。授業に追われて大変だったときは一日中こもっていると

きもありました。それだけではさすがに息が詰まるので、休みの日には友達とお茶をしたり、

Couchsurfing というアプリで英語で話す会に参加したりしていました。日本に興味を持っ

てくれる方々はたくさんいたので、日本語を教えてもらう代わりに英語を教えてもらった

り、文化を紹介したりしていました。 

  



学んだこと 

率直に申し上げますと、授業で学んだことはあまりありません。山のような課題を

消化することに追われていて、英語力も確かに伸びたのかもしれませんが自分の中でそれ

は目覚ましい進歩と呼べるものではないような気がします。それに、トルコにいる間に自分

が感じたことで大きかった部分はそこではありません。最も大きかったのは、トルコという

国に身を置いて、「社会の中でマイノリティになるとは何を意味するか」を学べたことです。

トルコの公用語はトルコ語なので、英語は基本的に通じません。滞在が許可されているとは

いえ、公益なサービス（医療など）を受けるためにはトルコ語を話す必要がありますし、ど

こにいくにも私の場合はトルコ人の友人がいないと非常に苦労しました。また、街中を歩い

ていると「ニーハオ」「チンチョンチャン」などといった差別的な言葉をかけられ不愉快な

気持ちになることも多々ありました。トルコの中で「外国人」として生きて、はじめてわか

ることがたくさんありました。日本も事実上移民を受け入れる方針に入り、その傾向はこれ

からも上昇していきます。しかしながらニュースで見る日本の外国人労働者のニュースは

凄惨たるものばかりです。ただでさえ外国で生きることはその地の人々の助けを借りてや

っと成り立つものであるのに、それを足蹴にするように扱う人たちを私は許せません。この

ことはきっと、留学に行かなければ身をもって味わうことができなかったことです。どの集

団に属しても、マイノリティは生まれてしまうものだと思います。大事なことは、マイノリ

ティを必然的に生まれてしまう存在として認識し、多様性を尊重し、彼らが寄り添える社会

を作ることだと考えています。私にとってそれは寄り添ってくれた友人たちです。そして、

今度はマイノリティとして生きたトルコでの 8 か月を日本にいるマイノリティの方たちに

還元できればと思うようになりました。自分にとってそれは、外国から来た方々であったり、

障害を抱えた人たちであったり、LGBTQ の人たちであったり、苦しい思いをきっと抱えて

生きている人たちです。困ったらいつでも親身になって助けてくれたトルコの皆さんから

学んだことは大きく、充実した留学生活を送ることができました。 






